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地域交流見学会（エクスカーション）

お茶の京都へおこしやす！ まずは宇治川のほとりにある世界遺産平等
院と宇治茶の老舗が並ぶ表参道から世界遺産宇治上神社を巡り、お
茶にゆかりの黄

おう

檗
ばく

山
ざん

萬福寺へ。中国より煎茶を持ち込んだ隠元禅師
開祖の中国様式七堂伽藍を拝観。宇治茶と共に800年、茶

ちゃ

源
げん

郷
きょう

和
わ

束
づか

に広がる美しい山なり茶畑を望む癒しの宿でのご宿泊。闘茶と言われ
る茶

ちゃ

香
か

服
ぶき

の体験、お茶を活かした会席料理やお茶風呂を楽しめます。
　2日目は日本で唯一九体阿弥陀如来を祀る浄瑠璃寺（木津川市加茂
町）、とんち一休さん開祖の酬

しゅう

恩
おん

庵
あん

一休寺（京田辺市）を見学し帰路に
つきます。

南北にのびる京都府は、各地域が交流を重ねながら、それぞれの多様性
を受け入れ豊かな文化を育んできました。現代もなおこれらの文化は、京
都の「山」に「海」に「里」に「まち」に息づき、私たちの日本の伝統を支えて
います。

　京都府建築士会では、大会テーマ「山とまちと木造建築」の重要なキー
ワード「くらしと文化」に着眼した「山」と「海」と「里」と「まち」を訪れる18の
見学会コースをご用意しました。観光では体験できない京都の「くらしと
文化」をたっぷりとご堪能ください。

京都府北部日本海に面する「海の京都」丹後…その歴史は古事記にま
でさかのぼり、数 の々国

くに

生
う

み伝説が残る地域です。
　1日目は宮津城下や日本三景天橋立を中心とする国の重要文化的
景観地域、重伝建地区の加

か

悦
や

ちりめん街道を散策。夕食は冬の味覚
の王様・松葉ガニのコース料理を堪能し、海園リゾートホテルで温泉
に浸かり旅の疲れを癒します。
　2日目は日本のベネチアとも称される「伊根の舟屋群」を海と陸から
楽しみます。日本有数のパワースポット元伊勢・籠

この

神社を参拝したあと
傘松公園から冠

かんむりじま

島・沓
くつ

島
じま

、天橋立の美しい姿を展望します。

12月9日（土）
 8：20 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 宇治上神社

↓
平等院 鳳翔館・阿弥陀堂
↓
黄檗山萬福寺
↓
茶源郷和束
↓
「和束荘」泊

12月9日（土）
 8：15 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 宮津まちなか散策

↓
昼食（清輝楼）
↓
加悦ちりめん街道散策
↓
民宿 「長浜荘」でカニ料理
↓
「宮津ロイヤルホテル」泊

12月10日（日）
 茶源郷和束散策

↓
 浄瑠璃寺

↓
酬恩庵一休寺
↓

 15：30 京都駅解散

12月10日（日）
 伊根舟屋（遊覧船での伊根湾

めぐり）
↓

 元伊勢 籠
この

神社
↓
傘松公園（天橋立展望）
↓

 17：00 京都駅解散

和束の茶畑

松葉カニ料理伊根湾遊覧船

伊根の舟屋

天橋立

浄瑠璃寺

黄檗山萬福寺 和束荘

「お茶の京都」 
宇治茶とその歴史を味わいつくす 
日本茶800年の歴史散歩

「海の京都」 
丹後の魅力を満喫する二日間 
天橋立・ちりめん街道・舟屋とカニ三昧

［食事］ 12/9…昼食／各自　夕食／お茶を使った会席料理 飲物付
 12/10…朝食／和定食　昼食／「酬恩庵一休寺」精進弁当

［食事］  12／9…昼食／「旅館 清輝楼」　夕食／「長浜荘 」飲物付
 12／10…朝食 ／ホテルバイキング　昼食／「傘松 よし乃や」

日時…12月9日（土）～10日（日）
定員…40名（最小催行人数25名）
参加費…25,000円（男女別ドミトリー）　29,000円（ツイン）
CPD…4単位予定

日時…12月9日（土）～10日（日）
定員…30名（最小催行人数20名）
参加費…38,000円（ツイン）　41,000円（シングル）
CPD…4単位予定

Aコース

Bコース
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千利休が愛した北山杉は今も茶室建築には欠かせないものです。北
山杉の里・中川地区のまっすぐな杉木立、ユニークな形の台杉、立ち
並ぶ丸太、その生業と人の営みが織りなす風景には独特な雰囲気があ
り、川端康成の小説『古都』の舞台にもなりました。
　また、日蓮宗京都八本山の一つである立

りゅう

本
ほん

寺
じ

では、高僧の手ほどき
をうけ写仏を体験、世界遺産仁和寺見学、真言宗御室派の別格本山
蓮華寺で御室太鼓鑑賞、旅の締めくくりに車中で北山の里名物の「草
もち」をいただきます。

「美山かやぶきの里」は京都府の中央部に位置し、数多くの茅葺き民
家が現存しています。知井地区の集落には50戸の内38棟が茅葺きの
屋根で保存され、歴史的景観の保存度への評価も高く、国の重要伝
統的建造物群保存地区に指定されています。一年を通じ日本の原風
景に出会える場所です。
　亀岡から嵐山までの7.3kmを結ぶ嵯峨野トロッコ列車で、自然豊か
なロケーションを眺めつつ列車旅を満喫、嵐山では渡月橋や竹林の散
策をしていただきます。

応仁の乱以降織物のまちとして栄えてきた西陣。西陣と東陣の関係を
歴史からひも解き、洛中洛外図を思い起こしながらまち歩きをします。
上七軒は西陣の旦那衆も通った京都最古の花街といわれ、今もその風
情を残します。
　趣のある元お茶屋で昼食をとり、お隣の北野の天神さんへ。北野天
満宮は本殿を含む一棟が国宝に指定され、その他数多くの重要文化
財や史跡があります。町衆の暮らしを天神さん・花街・西陣とそれぞれ
の結びつきから探索します。各所でディープなお話も伺います。

12月9日（土）
 8：30 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 西龍華本山 立本寺

↓
五智山蓮華寺
↓
世界遺産仁和寺
↓
昼食（仁和寺・御室会館）
↓
北山杉の里
（枝打ち見学や丸太磨き体験）
↓

 16：50 京都駅解散

12月9日（土）
 8：30 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 美山かやぶきの里

↓
昼食（河鹿荘）
↓
トロッコ亀岡駅
↓
嵐山散策
（ジオラマ京都JAPAN 天龍寺・
竹林の道・渡月橋など）
↓

 17：00 京都駅解散

12月9日（土）
 8：30 京都駅中央口集合

↓
 西陣・古武邸

↓
手織ミュージアム 織

おり

成
なす

舘
かん

↓
上七軒界隈散策
（千本釈迦堂など）
↓
昼食（上七軒くろすけ）
↓
北野天満宮
（紅葉苑でお抹茶とお菓子）
↓

 16：20 北野天満宮前解散

美山かやぶきの里

織成舘

北野天満宮 上七軒界隈

渡月橋

千利休が愛した北山杉とお寺で癒し体験 
小説『古都』ゆかりの地散策

日本の原風景・美山と名勝・嵐山の旅 
美山かやぶきの里、トロッコで秋の嵯峨嵐山散策

歩いて感じる西陣～上七軒 
上京の暮らしを堪能する一日

日時…12月9日（土）
定員…60名（最小催行人数30名）

参加費…10,000円
CPD…2単位予定

日時…12月9日（土）
定員…40名（最小催行人数25名）

参加費…10,000円
CPD…2単位予定

日時…12月9日（土）
定員…20名（最小催行人数15名）

参加費…8,000円
CPD…2単位予定

Cコース

Dコース

Eコース

2.8km 坂道あり

中川地区の木造倉庫群

磨き丸太 仁和寺

嵯峨野トロッコ列車

2.2km

4.5km
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京商家の典型である表屋造りの無名舎で、祇園祭後祭を復活させた
元山鉾連合会会長である当主にお話を伺い、京町家の保全、再生を
目指し活動している京町家作事組の釜

かまんざちょう

座町町
ちょういえ

家をたずね、友禅染を
家業にした千

ち

總
そう

の460年の歴史を知る等、京都の産業と暮らしを覗く
コースです。
　また、100年以上前につくられた刺繍を修理修復されている和光舎
で、その緻密な作業風景を見学します。昼食にはあの名店「木

き

乃
の

婦
ぶ

」の
お弁当を元呉服商の邸宅ちおん舎で頂きます。

豊かな伏流水に恵まれた京都盆地には、京ならではの美味しい食材が
たくさんあります。その代表の京野菜を使ったおばんざいと京料理の基
本を料理研究家の松永佳子先生に教えていただき、皆さんにつくって
いただきます（難しくありません。男性大歓迎です）。また、花街として隆盛
を極めた島原の角

すみ

屋
や

ではおもてなしの心を、京町家である秦家ではお
だいどこ（台所の意）のお話をうかがいます。路地めぐりでは日常の京の
まちなかを見ながら、京湯葉や京漬物の本店に立ち寄る、食を中心と
した下京を巡るコースです。

京都南東部の緑豊かな山裾に建つ松
しょう

殿
でん

山荘で山荘流茶室・庭園見
学、そして明智光秀と羽柴秀吉の天下分け目の大決戦の舞台となった
自然あふれる大山崎町へ。油の神様離宮八幡宮の御神油を使った天
ぷら料理をいただいた後、藤井厚二による環境共生住宅の先駆け「聴

ちょう

竹
ちく

居
きょ

」、安藤忠雄設計「地中の宝石箱」を抱く英国風建築の大山崎山
荘美術館などの建築物を楽しんでいただきます。
　さらには、サントリー山崎蒸溜所にてサントリーウイスキーの歴史とこ
だわりを目と舌で楽しむフルコースです。

12月9日（土）
 9：30 四条烏丸集合

↓
 無名舎

↓
釜座町・町家
↓
ちおん舎
↓
昼食（木乃婦のお弁当）
↓
千總ギャラリー
↓

 京都刺繍修復工房 和光舎
↓

 15：10 烏丸御池解散

12月9日（土）
 9：15 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 島原大門

↓
角屋見学
↓
中央市場（京野菜レクチャー）
↓
あじわい館（京料理体験）
昼食
↓

 京漬物「川勝」、
京湯葉「湯葉弥」
↓
秦家見学
↓路地めぐり

 16：45 京都駅解散

12月9日（土）
 8：30 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 松殿山荘

↓
昼食（料理旅館 三笑亭）
↓
聴竹居
↓
大山崎山荘美術館
↓
サントリー山崎蒸留所
↓

 16：50 JR山崎駅解散
（京都駅までJRで15分）

松殿山荘

聴竹居

大山崎山荘美術館

呉服の商家と京料理 
温故知新～先人の暮らしにまなぶ

歴史と文化のまち下京とおばんざい体験 
京のまちなかを味わいつくす

宇治と大山崎 
自然に抱かれた個性的な建築 
そして日本のウィスキーのふるさとへ

日時…12月9日（土）
定員…40名（最小催行人数15名）

参加費…8,000円
CPD…2単位予定

日時…12月9日（土）
定員…40名（最小催行人数35名）

参加費…10,000円
CPD…2単位予定

日時…12月9日（土）
定員…25名（最小催行人数20名）

参加費…11,000円
CPD…2単位予定

Fコース

Gコース

Hコース

1.5km

3km 坂道あり

2km

ちおん舎

和光舎の作業風景無名舎・坪庭

角家

京料理秦家の縁側にて
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伏見は、安土桃山時代や幕末の鳥羽伏見の戦いで知られる京の都と
大阪を結ぶ交通の要所でした。明治41年に陸軍の庁舎として建造さ
れた聖母女学院、奈良時代に鎮座された伏見稲荷大社の千本鳥居
や松の下屋（お茶屋・重要文化財）、平安時代に清和天皇より名を賜っ
た御香宮神社（本殿／表門・重要文化財）、さらに坂本龍馬など明治維
新にゆかりの地を巡ります。
　また、「伏

ふし

水
みず

」と呼ばれる良い水に恵まれた日本酒の産地で酒蔵の日
本酒を楽しみます。

「清水の舞台」で知られる清水寺では、昭和42年以来、約半世紀ぶり
に保存修理工事が進められています。このコースでは保存修理工事現
場を見学するとともに、清水寺界隈・六原地区を巡り、いまも続く清水
焼の工房で土ひねりを体験します（体験で制作したものは後日配送します）。
　また、観光地のほど近くにある六原地区の地域住民主体で進められ
ているまちなかの空き家対策と防災まちづくりの取り組みについて理解
を深めます。観光名所とその界隈のいまの職住環境を知るコンパクト
なコースです。

昨春開館した京都鉄道博物館は、走る蒸気機関車をはじめ古今の多
様な車両、国の重要文化財の梅小路機関車庫、京都市指定有形文
化財の旧二条駅舎等、見所と楽しみが一杯です。　
　午後は、一部区間で路面を走る通称「嵐

らん

電
でん

」の貸切列車で、四条大
宮から嵐山に向かいます。車窓の景色と季節の京弁当を楽しんでいた
だいた後、嵐山の景観まちづくりを支援されている専門家と共に、約1
時間、名残りの紅葉の嵐山を散策していただきます。

12月9日（土）
 9：00 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 聖母女学院

↓
伏見稲荷大社
↓
御香宮神社
↓
昼食（鳥せい）
↓
月桂冠大倉記念館
↓界わい見学

 黄桜カッパ記念館
↓

 16：30 京都駅解散

12月9日（土）
 9：00 京都駅タクシー乗場集合

↓
 清水寺保存修理工事現場

見学
↓
昼食（日月庵）
↓
堀尾竹荘
（清水焼の土ひねり体験）
↓
やすらぎ・ふれあい館で座学
↓
六原界わい見学
↓

 17：00 京都駅解散

12月9日（土）
 9：50 京都鉄道博物館前集合

↓
 館内自由見学

SLスチーム号乗車
↓
嵐電の貸切列車乗車
↓
車内でお弁当
↓
嵐山散策
↓
竹薮の小径～亀山公園～
渡月橋～嵐電嵐山駅
↓

 16：00 四条大宮駅解散

保存修理工事中の清水寺

六原のまちなみ 土ひねり体験

梅小路機関車庫

竹薮の小径 嵐電の貸切列車

水の都 歴史と賑わい・酒づくりのまち伏見 
歴史の舞台「伏見」を巡る

清水寺・六原界隈のいま 
清水寺の保存修理工事現場見学と 
空き家対策の先進事例

京都鉄道博物館と 
嵐電の貸切列車で行く嵐山 
京都と共生する鉄道文化に出会う

日時…12月9日（土）
定員…40名（最小催行人数30名）

参加費…10,000円
CPD…2単位予定

日時…12月9日（土）
定員…20名（最小催行人数15名）

参加費…9,000円
CPD…2単位予定

日時…12月9日（土）
定員…25名（最小催行人数20名）

参加費…8,000円
CPD…2単位予定

Iコース

Jコース

Kコース

1.5km

2km 坂道・階段あり

酒処伏見のまちなみ

聖母女学院伏見稲荷の千本鳥居

2.5km 坂道あり
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伝統的なイメージが強い京都は、実は一方で絶えず最新のものを取り
入れてきた側面があります。このコースでは、そんな京都の「進取の精
神」を体感、伝統との共存を感じ取っていただきます。
　まず、近代洋風建築が多く点在する三条通を歩き、近代の京都に思
いを馳せます。重要文化財の京都文化博物館（辰野金吾）では耐震補
強と小屋裏の見学。引き続き、1928ビル（武田五一）では、公演5年目
に突入の感動パフォーマンス『ギア』の観劇。京の台所、錦市場にご案
内して解散となります。

風光明媚な景色を一望する場所に建つ、近世から近代の貴重な邸宅
や庭園等を巡ります。清風荘は一般非公開で国の重要文化財に、庭
園は7代目小川治兵衛の作庭で名勝に指定されています。駒井家住
宅はヴォーリズの設計による洋館建築で、山紫水明処は日本外史の
著者・賴

らい

山
さん

陽
よう

の書斎です。
　歴史的建造物を巡った後は、地元自治会会長の案内でまちづくりの
取組みにより改修したお寺を見学。その後は寺町通を北から南へ散策。
建築書専門の大龍堂書店やお茶の一保堂などに立ち寄りながら、お
買い物も楽しめます。

旧海軍ゆかりの町舞鶴には日本で一番多くの赤煉瓦倉庫群が現存し
ており、多くの映画等のロケ地として知られています。その中の赤れん
が博物館では世界各地の貴重な煉瓦を目の当たりにすることができま
す。今回は特別に旧海軍舞鶴鎮守府を海から巡っていただきます。「岸
壁の母」で知られる舞鶴引揚祈念館では貴重な資料に恒久平和への
願いを発信しています。日本遺産の赤煉瓦倉庫群や世界記憶遺産の
引揚記念館など、近代史を満喫できる町・舞鶴でタイムトラベルしませ
んか。

12月9日（土）
 9：30 烏丸御池駅（地下鉄）集合

↓まちあるき
 京都文化博物館見学

↓
西村吉象堂（座学）
↓まちあるき
1928ビル
『ギア-GEAR-』観劇
↓
昼食（京料理にしむら）
↓まちあるき

 15：00 錦市場解散

12月9日（土）
 8：45 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 清風荘

↓
駒井家住宅
↓
昼食（西尾八ッ橋の里）
↓
山紫水明処
↓

 三本木通界わい
↓
寺町通散策
↓

 16：30 京都市役所前解散

12月9日（土）
 7：50 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 遊覧船で軍港巡り

↓
赤れんが博物館
↓
赤れんがパーク
↓
昼食（ホテルマーレたかた）
↓
舞鶴引揚記念館
↓
舞鶴港とれとれセンター
↓

 17：00 京都駅解散

京都の都心部三条通をめぐる 
京都の進取の精神を感じ取る旅

実感！ 山紫水明の地・京都  
近世・近代の名建築を巡る旅

旧海軍ゆかりの赤煉瓦倉庫群と 
引き揚げの町・舞鶴 
近代史へのタイムトラベル

日時…12月9日（土）
定員…20名（最小催行人数17名）

参加費…9,000円
CPD…2単位予定

日時…12月9日（土）
定員…20名（最小催行人数16名）

参加費…11,000円
CPD…2単位予定

日時…12月9日（土）
定員…40名（最小催行人数30名）

参加費…9,000円
CPD…2単位予定

Lコース

Mコース

Nコース

1.5km

2.5km

京都文化博物館

三条のまちなみ 1928ビル

駒井邸

赤れんがパーク

停泊中の軍艦 舞鶴港とれとれセンター

山紫水明処
（鴨川東岸より）

一保堂茶舗
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特集 第60回 建築士会全国大会 「京都大会」へのいざない

さまざまな分野で逸材を輩出してきた〝学びの街〟をテーマに、彼らが
没頭した研究施設や日本初のノーベル賞受賞者となった湯川秀樹氏
の旧宅を、専門家と建物調査を担当したヘリテージマネージャーの説
明で見学いただきます。特に「京都大学花

か

山
ざん

天文台」（1929大倉三郎設
計）は注目で、一般市民に天文学を広めたことから〝アマチュア天文学
の聖地〟と愛されてきましたが、昨今存続が危ぶまれています。今回は、
柴田台長自らの案内で巡る体験型の楽しい見学会を通し、天文台の
将来について考えていきます。

12月9日（土）
 9：00 京都市役所前広場集合

↓
 旧三井家京都別邸

↓
湯川秀樹旧宅
↓
昼食
（京大時計台／ラ・トゥール）
↓
京都大学時計台記念館内
歴史展示室
↓
京都大学花山天文台
↓

 16：00 京都駅解散

［京都を彩る建物や庭園］学びの街
日時…12月9日（土）
定員…20名（最小催行人数17名）

参加費…10,000円
CPD…2単位予定

Oコース 2km 坂道・階段あり

湯川秀樹旧宅

京都大学花山天文台

長い歴史の中で何度も遭遇した壊滅的な事変を文化力で乗り越えな
がら繋いで来た京都。戦時、奇跡的に残った木造能舞台「大江能楽堂」、
近年、解体される寸前であった江戸時代の儒学者 皆

みな

川
がわ

淇
き

園
えん

の学問所
を個人の熱意で現代に甦らせた「弘道館」、江戸時代末期のどんどん焼
け（禁門の変）後に築造された町家での茶の湯文化が支える工芸の現場、
そして現在の町並みをGPSのデータとともに見ていただき、晩秋の数寄
屋建築の中でお茶を楽しみながら、建物を残して行く意味や手法をみ
なさんと一緒に考えます。

12月9日（土）
 9：00 京都市役所前広場集合

↓
 かざりや鐐

↓
大江能楽堂
↓
昼食（本家尾張屋）
↓
まち歩き
デジタルマッピング
デモンストレーション
↓
岩﨑家
↓
有斐斎 弘道館
↓

 16：40 京都御所蛤御門付近解散

大江能楽堂

有斐斎 弘道館 かざりや鐐

［京都を彩る建物や庭園］街なかまち歩き
日時…12月9日（土）
定員…20名（最小催行人数15名）

参加費…8,000円
CPD…2単位予定

Pコース 3km

伏見街道は京の五条を起点に伏見へ通じ、江戸から明治の頃には
交通の要所として、また伏見稲荷へ詣でる人で賑わいました。戦時中、
深草に大日本帝国陸軍第16師団が創設され軍事施設が集中し、歴
史の局面とともに町も変化しました。歴史や人 の々暮らしをつなぐ伏見
街道を歩き、師団司令部庁舎として使われた「聖母女学院本館」、昭
和初期創業の銭湯、唯一の伏見人形窯元等を見学します。昼食は、
今熊野剣神社近くの近代和風建築でそば会席をゆっくりと。街道と鴨
川運河を行き来し、住まい手や地元の方からお話を伺います。

12月9日（土）
 9：00 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 宝湯

↓
伊東家
↓
聖母女学院本館
↓
昼食（そば茶寮 澤正）
↓
龍谷大学
深草町家キャンパス
↓
鴨川運河、伏見街道まち歩き
↓
松井家
伏見人形窯元丹嘉
↓

 16：30 伏見稲荷門前解散

聖母女学院本館

伏見人形 伊東家

［京都を彩る建物や庭園］伏見街道
日時…12月9日（土）
定員…20名（最小催行人数15名）

参加費…10,000円
CPD…2単位予定

Qコース 2km
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 〝京都を彩る建物や庭園〟制度は、市民が残したいと思い推薦した歴史や文化を
象徴する建物、庭園を審査会によって「選定」し、その中から高く評価されたものが
「認定」となる、平成24年度に始まった京都市の新しい制度です。この評価段階で、
既存の制度で未指定、未登録の建物について認定に必要となる調査を、京都のヘ
リテージマネージャー組織であるKOMOが新しい観点での評価も取り入れながら
担っています。

　今回は、これらの建物の中から4つのコースを準備いたしました。建物の歴史的
背景や住まい手の意識を肌で感じ、観光ガイドでは知ることができない京都をご
覧ください。

「京都を彩る建物や庭園」http://www.kyoto-irodoru.com
KOMO=古材文化の会 伝統建築保存・活用マネージャー会

KOMOが案内する 「京都を彩る建物や庭園」コースのご案内

注意事項
コースのご選択に際しましては、以下の事項をご
了承のうえご選択ください。
・各コースとも定員を超える申込があった場合、厳
正な抽選により参加を決定させていただきます。

・第1希望に添えなかった場合、第2・第3希望
を参考に決定させていただきます。
・最少催行人数に満たないコースは中止とさせ
ていただく場合があります。
・雨天決行といたしますが、当日の天候により内
容を変更させていただく場合があります。

・歩く距離や坂道、階段の有無などを記載してお
りますので、コースの選択にお役立てください。
・コース上のご心配事（車椅子、お子様連れ等）が
ありましたら、参加申込書「備考／個人利用
欄」にその旨をご記入ください。

・当日は、動きやすい服装、歩きやすい靴でご参
加ください。

・集合場所へは極力小さな手荷物のみでお来し
ください。キャリーバッグ等の大きな荷物は、コ
インロッカー等の各種サービスによりお預けく
ださい。
（JR京都駅キャリーサービス　http://carry-s.com）

各コースとも徒歩での見学が設定されています
ので、以下の注意事項を必ずお守りください。

古来より渡来系の豪族秦氏が居住し、京都の文化に大きな影響を与
え、また近世においては山陰街道沿いの桂や樫原などに宿場町が栄え
た京都の西域、洛西。　　　　　　　　　　　　　　
　桂離宮や苔寺で有名なこの地域には他にも知る人ぞ知る歴史的建
造物が数多く存在します。DOCOMOMOにも選ばれた「カトリック桂
教会」をはじめ、本陣の遺構を残す「玉村家」、黄檗宗の古刹「淨住寺」
等を巡り、江戸時代から続く茶店でくつろぐ…。和洋、新旧を問わない
あらゆる時代の面影を残す界隈と建物をご案内いたします。

12月9日（土）
 9：00 京都駅八条口バス乗場集合

↓
 カトリック桂教会

↓
玉村家
↓
淨住寺（見学、昼食）
↓
苔
たいこ う き ょ

香居（山口家）
↓
中村軒（見学、休憩）
↓

 17：00 京都駅解散

［京都を彩る建物や庭園］桂界隈
日時…12月9日（土）
定員…20名（最小催行人数15名）

参加費…10,000円
CPD…2単位予定

Rコース 1km

苔香居

カトリック桂教会

MAP
地域交流見学会（エクスカーション）


